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１．はじめに
　ここ数年、婦人靴による甲高い靴音が駅
の階段やエスカレーターなどで鳴り響き、
多くの人を不快にさせている。朝日新聞の
天声人語（2005年６月６日）には「ことし
も「カスタネット」の季節がやってきた。
カッカッカッ。陽気に誘われるように駅の
階段や下りエスカレーターで、よく聞こえ
てくる。手のひらでなく、女性たちが足元
で鳴らす。そう、あのわざと響かせている
ような靴音だ。」とある。また、インターネッ
ト上にはミュール（踵にストラップのない
サンダル）による騒音についての書き込み
が多くみられることから、これらの靴音は
不特定多数の人に不快感を与える騒音であ
る。
　靴に関する調査は、購買行動や足の疾患
に関するものはいくつか認められる1）－4）

が、靴音に関しては、見当たらない。また、
靴音や足音に関しての検討は、集合住宅の
床材を主体とした検討は見られる5）－9）もの
の、婦人靴から見たものはあまり見当たら
ない。
　本研究では、どのような靴のデザインや
状況で騒音が発生するのか、騒音が出る靴
をなぜ履き続けるのかなど、婦人靴による
騒音の現状を明らかにするため、女子大生
を対象にアンケート調査した結果をとりま
とめて報告する。

２．調査方法
　アンケート調査は2005年７月13日から27
日に実施した。18歳から22歳までの昭和女
子大学の学生380人を対象に行い、回収率
は97.3％、370名から有効回答を得た。回
答者の年齢構成は18歳43％、19歳38％、20
歳11％、21歳４％であった。
　質問項目は夏によく履く靴のデザイン、
トップピース（ヒールの先端についている
ゴムや合成樹脂）の耐摩耗性、自分が発生
する靴音の状況、他人の靴音の状況、騒音
が出る靴への対応についてである。アン
ケートはプリコード回答法および自由記述
回答法として質問紙による直接記入法で
行った。靴やヒールのデザインは図１、２
に示すように代表的なデザイン画をあらか
じめ提示した中から一つ選択させた。なお
靴のデザインやヒールの名称に関しては文
献により様々 10）－13）であるため、最もデザ
イン画に近いものを記載した。

３．調査結果および考察
３．１　夏によく履く靴のデザイン
　夏になると靴による騒音が多く発生する
ため、夏によく履く靴のデザインについて
調査した結果を図３～６に示した。
　夏によく履く靴は約75％がサンダルであ
り、そのうちミュールが全体の40％と多
かった（図３）。ヒールのデザインは、ヒー
ル先端の細いルイヒール21％、フラット
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図１　靴の種類

図３　夏によく履く靴の種類 図４　夏によく履く靴のヒール

図２　ヒールの種類
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ヒール20％をはじめ様々なヒールが用いら
れていた（図４）。よく履く靴のヒールの
高さは３cmが38％と最も多く、次いで１
cmが32％、５cmが22％であった（図５）。
ヒール高１cmのフラットヒールを除くと
全体の60％が３～５cmの中ヒールを好ん
で履く傾向にあるが、７cm以上と答えた
中には８cm、９cm、10cmの回答も見ら
れた。
　素材については天然皮革が10％と低く、
合成皮革（人工皮革を含む）は70％を占め
た（図６）。天然皮革が少ないのは、アンケー
ト対象者が若年者であるため、素材よりも
デザインや価格を優先して購入しているも
のと考えられる1）。また、サンダルなどの
開放性の履物は、靴内の快適性を考えて素
材を選択する必要がないためと考えられ
る。

３．２　トップピースの耐摩耗性
　トップピースは歩行時に地面や床に接す
るため、その素材や硬度が騒音の要因にな

ることが考えられる。しかし、アンケート
調査ではこれらについて明らかにすること
は不可能であるため、トップピースの耐摩
耗性について調査した。
　今までに着用した靴の中で最も耐摩耗性
の低いものは、図７に示すように４ヶ月か
ら６ヶ月が31％と多いが、２週間以内が
５％、１ヶ月以内が20％と予想以上に低い
結果であった。アンケートの自由記述欄に
は「トップピースが磨り減らない靴を開発
してほしい。」との業界への要望が非常に
多く認められたことから、耐摩耗性の著し
く低い状況は、消費者にとっては経済的に
負担がかかる大きな問題である。今後、市
販の靴を収集してトップピースの耐摩耗性
について摩耗試験機や着用試験により検討
したいと考えている。

　「トップピースが摩耗した場合の対応」
として、「修理する」と答えたのはわずか
25％であり、「そのまま履く」が44％と最
も多く、「ヒールの芯が見えるまで履き続
ける」７％、「新しい靴を買う」19％、「捨
てる」３％となり、全体の70％以上が摩耗
しても修理をしない傾向にあることが明ら
かとなった（図８）。若年者は安価な靴を
購入する傾向があるため、修理に出すより
も履きつぶしている様子が見てとれる。こ
れによりヒールの補強鉄芯が出てしまい、
騒音の原因の一つになっているものと推察
される。

図７　トップピースの耐摩耗性

図５　夏によく履く靴のヒールの高さ

図６　夏によく履く靴の素材
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るため摩耗しやすいことが明らかである。
メーカーでは耐摩耗性を改良するために、
細いヒールには硬度の高いトップピースを
使用する傾向にあるが、これが騒音の原因
の一つになっているものと考える。

３．３　自分が発生する靴音の状況
　騒音が発生しやすい靴のデザインや状況
を明らかにするために、自分が発生する靴
音について調査した。自分の靴音がうるさ
いと思ったことがある人は67％、思わない
人は33％であった。持っている靴の中で最
も騒音の出る靴は、ヒールの細いミュール
が33％と多く、次いでややヒールの太い
ミュール16％、ヒールが細くてやや低いパ
ンプス12％、ストラップのついたサンダル
10％となり、ストラップのついていない
ミュールに騒音が発生しやすい傾向が見ら
れた（図11）。
　ヒールのデザインは図12に示すようにル
イヒール38％、フレンチヒール37％となり、
細いヒールに騒音が発生した。これらの
ヒールの高さは３cmが38％、５cmが31％
であることから、騒音は夏によく履いてい
るヒールの細い３～５cmの中ヒールに発
生しやすいことが明らかである（図13）。
　騒音が最も発生した場所は、駅の階段な
どの下りが74％と最も多く、エスカレー

　トップピースが摩耗しやすい靴のデザイ
ンはミュールが約20％と多いが、パンプス
も認められ、靴のデザインによる一定の傾
向はつかめなかった（図９）。しかし、ヒー
ルは図10に示すようにルイヒールが40％、
フレンチヒールが22％と多かったことから
靴のデザインに関わらず、ヒールが細く、
トップピースの面積が小さいものは、歩行
により体重がトップピースに集中してかか

図８　トップピースが摩耗した場合の対応

図９　トップピースが摩耗しやすい靴のデザイン

図10　トップピースが摩耗しやすいヒール 図11　騒音が発生しやすい靴のデザイン



11

ターの下りは10％であった （図14） 。これ
らの床材は、コンクリートが45％と最も多
く、次いで石材25％、金属16％の順であっ
た。床材の選択肢としてあげた木質、カー
ペット、ゴムには回答がなかったことから、
床材が硬い場合に騒音が発生しやすいこと
が明らかである（図15）。
　靴音の種類は、響きのある音が53％と最
も多く、次いで金属音（22％）、鋭い音（10％）
の順であった（図16）。騒音が発生した場
所は駅の階段など屋内に多いことから、靴
音は壁に反射してより強く感じるものと考

える。
　騒音が発生しやすい靴は、図17に示すよ
うに「踵が靴から離れるデザイン」が51％
と最も多く、「ヒールの補強鉄芯が出てい
た」27％、「靴底が減っていた」13％であっ
た。また、靴音が発生した時期は「履き始
めてすぐ」が61％、次いで「トップピース
が磨り減ってから」が29％であった（図
18）。
　これらから騒音は、踵が靴から離れやす
いミュールやトップピースの摩耗により補
強鉄芯が出ている状態で発生することが明
らかとなった。

図17　騒音が発生しやすい靴の状態

図13　騒音が発生しやすいヒールの高さ

図14　靴による騒音が発生しやすい場所

図15　靴による騒音が発生しやすい床材

図16　靴音の種類

図12　騒音が発生しやすいヒール
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３．４　他人が発生する靴音の状況
　他人の靴音がうるさいと思ったことがあ
る人は全体の65％であり、思ったことのな
い人は35％であった。うるさいと思ったこ
とのない人の内、約40％が自分の靴音もう
るさくないと感じており、靴音に対して無
関心な人が予想以上に多かった。
　他人の靴音が最もうるさいと思った場所
は図19に示すように「階段下り」であった。
その床材は図20に示すように「コンクリー
ト」42％、「石材」22％、「金属製」19％の
順であり、うるさいと思った靴音は「響き
のある音」が43％と最も多く、「金属音」

図18　靴による騒音が発生した時期

図19　他人の靴音がうるさいと思った場所

28％、「鋭い音」20％の順であった（図
21）。これらの結果は、自分が発生する靴
音とほぼ同様な傾向であった。
　うるさいと思った理由として「あまりに
も大きな音」が31％、「頭に響く音」
26％、「静かな場所にいきなり大きな音が
鳴った」14％、「気分が害される音」10％
であった（図22）。
　「突然大きな靴音が聞こえたらどうしま
すか」の問いに対し、「気になる」33％、「驚
く」25％、「振り返る」23％が多かったが、
「何も思わない」は６％認められた（図23）。

製

図20　他人の靴音がうるさいと思った床材

図21　他人の靴音の種類

静かな場所に
いきなり大きな
音が鳴った

図22　他人の靴音がうるさいと思った理由

図23　突然大きな靴音が聞こえた時の対応
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３. ５　騒音が出る靴への対応
　靴を購入する際に音が出るかどうかを確
認している人は全体で12％と少なく、靴音
は靴購入の際にはほとんど考慮されないこ
とが明らかとなった。「騒音が出る靴を履
き続けるか」の問いに対し72％が「履く」
と答えた。その理由としては「好きなデザ
インだから」32％、｢もったいない｣25％、
｢その靴が履きたい｣14％、「必然的に出る
音だから仕方がない」13％、「履き心地の
良い靴」８％、「気にならない」６％であっ
た（図24）。一方「履かない」と答えた理
由は「迷惑になる」が34％と最も多く、「自
分の嫌いな音が出る」25％、「恥ずかしい」
19％、「視線を感じる」が14％であった（図
25）。
　靴による騒音が出た時の対応は図26に示
すように「歩き方を工夫した」59％、音の
出ないと思われる所を選んで歩いた」８％、
「新しい靴を買って履き替えた」３％とな

り、全体の70％が何らかの対応をしている
ことが明らかになった。一方「何もしなかっ
た」は約30％も認められた。騒音が発生し
た時の周りの人の状態については「何も感
じなかった」61％、「視線を感じた」
32％、「振り返られた」６％、「注意を受け
た」１％であり、「何も感じなかった」が
最も多かった（図27）。
　騒音が出る靴を全体の70％以上が履き続
けており、その内歩き方を工夫するなどの
対応をとらない人は約30％、騒音が出ても
周りの人の状況を何も感じないで歩いてい
る人が全体の60％以上認められた。これら
から騒音を発生しやすい靴を着用している
場合には、歩き方を工夫するなど周囲への
配慮が必要であると考える。

４．まとめ
　靴による騒音の現状を明らかにするため
に、女子大生380名を対象に2005年７月13

図26　靴による騒音が発生した時の対応

図27　 靴による騒音が発生した時の周りの人の
状態

図24　騒音が出る靴を履き続ける理由

図25　騒音が出る靴を履かない理由
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日から27日にアンケート調査を行い、回収
率は97.3％、370名から回答を得た。質問
項目は夏によく履く靴のデザイン、トップ
ピースの耐摩耗性、自分が発生する靴音の
状況、他人の靴音の状況、騒音が出る靴へ
の対応についてであり、結果は以下の通り
である。
⑴ 夏によく履く靴はサンダルが多く、中で
もミュールが多かった。今まで履いた靴
の中で最もトップピースの耐摩耗性が低
いものは、２週間以内が５％、１ヶ月以
内が20％認められ、ヒールが細い場合に
は、着用後すぐに摩耗する傾向が認めら
れた。
⑵ 自分の靴音がうるさいと感じている人は
約70％、靴はヒールの細い、ミュールに
多かった。靴による騒音は階段の下りに
多く発生し、その床材はコンクリートな
どの硬い床材であった。騒音は靴のデザ
インによる場合とトップピースの摩耗に
より発生することが明らかとなった。
⑶ 他人の靴音をうるさいと思ったことがあ
る人は65％であり、その音は頭に響く大
きな音であった。
⑷ 騒音が出る靴を約70％以上の人は履き続
けるが、歩き方を工夫するなど、その内
なんらかの対応をしている人は70％、何
もしない人は約30％も認められた。
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